
会議報告書 

 

内 容：境港市文化財保護審議会 

日 時：平成２９年２月２８日（火）１０：００～１１：３０ 

会 場：中央公民館 

出席者：松本教育長     根平会長・門脇豊文委員・小灘委員・中田委員 

欠席者：中村委員・山本委員 

事務局：生涯学習課 竹内文化体育係長・八木橋主事 

傍聴者：なし 

 

会議内容 

１．開会 

２．松本教育長あいさつ 

３．議事・報告  境港市文化財保護条例の規定により、以後は根平会長が議長となり会を進行。 

（１）平成２８年度文化財保護事業について 

＜協議事項につき事務局が説明＞ 

（質疑応答） 

・文化財ハンドブックの製作について 

各委員に原稿案の修正点を挙げていただき、校正を行った。（指摘点の修正後、印刷前の校正   は事務局一任となった。）以下、ハンドブック配布先について、下記のとおり指摘をいただいた。 

＜文化財ハンドブック配布先について＞ 

（会 長）配布先案では、市内の各小・中学校・高等学校について３冊ずつ配布とあるが、学
校には多く配布してほしい。班学習を行う際には６～８つの班で行うことを考える

と、最低１０冊は配布してほしい。 

（ 市 ）市内の各学校には、図書館に置く想定で３冊としていたが、多く配布することにす
る。学校教育課に相談し、適切な数を配布したい。 

（委 員）文化財の所有者にも配布してほしい。 

（ 市 ）配布する。また、委員の必要部数も教えていだければ、お渡ししたいと思う。 

（会 長）国立国会図書館にも１部送付が必要である。 

 

（２）その他 

＜境さんこ節について＞   （会 長）境さんこ節を文化財指定する方向で動いていくこととしていた。 

              次回の審議会では、当時のレコードや CD に変換したもの等を実際に聞くなどを行

い、指定に向けて検討していきたいと思う。 

４．閉会 


